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9. 研究実績の概要

　本研究の目的は、独日国際家族を対象に、幼児期・児童期のバイリテラシー形成過程の更なる解明を進めることである。具体的な課
題は、次の通り。
【課題1】家族の多様性に通底するバイリテラシー実践の基本原理の抽出：母親のドイツ語力が低い家族のバイリテラシー実践とバイ
リテラシー形成の道筋を明らかにし、さらに第Ⅰ期研究の対象家族(母親のドイツ語力が高い家族)との比較検討を通して、母親の条件
を超えた家族間協働の多様性に通底する基本原理を取り出す。／【課題2】継承語としての日本語リテラシー(特に日本語作文力)の発
達過程の特徴の解明：参照すべき言語能力の指標の整備(特に作文課題に関する日本語母語児の基準データと作文評価法の用意)を行う
ことにより、海外居住の国際児(日本語を継承語として習得する児童)の作文力の発達過程が日本で日本語を母語として習得するモノリ
ンガル児とどのように異なるのかを解明する。
　上記課題を明らかにするために、平成26年度は(A)と(B)の調査研究を行った。
(A)【課題1】に関わる調査研究：[調査1]日誌法による対象児の行動観察調査、[調査2]対象児の通学校(現地校と日本語補習授業校)で
のフィールド調査、[調査3]対象児の二言語力調査(会話力、作文力、語彙･文法･読解力の測定)の1年次調査を行い、各調査で得たデー
タについては、調査ごとに年度末までにデータの整理を行った。
(B)【課題2】に関わる調査研究：日本語母語児の基準データを用意するために、国内の公立小学校に通う児童(小2･小4･小6)を対象に
作文調査を行い、作文データの整理とデータベースを作成した。さらに児童期の作文力を包括的に評価し得る指標を整備し、作文評価
法の開発を試みた。また、国際児の日本語作文データを補強するために、対象児が通う日本語補習授業校(児童生徒の7割強が国際児)
小4クラスで、集団方式で作文調査も行った。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)継承語しての日本語

バイリテラシー 独日国際児 同時バイリンガル 質的研究

キーワード10.
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（1）当初の計画以上に進展している。

　9に記した2つの調査研究に対応させると以下の通りである。
(A)【課題1】に関わる調査研究：当初の計画通り、[調査1]から｢調査3｣までの3つの調査の1年次調査を行うことができた。
(B)【課題2】に関わる調査研究：当初の計画では、日本語母語児の作文データを整理し、データベースの作成までを行う予定であった
が、児童期の作文を総合的に評価し得る作文法の開発まで行うことができた。児童の読解過程の実証的研究の知見を踏まえて、1)文字
･表記･単語レベル、2)構文レベル、3)談話レベル、の3区分を設定し、レベルに応じた分析手法を開発した。具体的には、1)と2)に関
しては、音声言語の分析プログラムであるCLANを用い、書記言語の分析にも応用し得るコーディング法と記法を作成した。3)について
は、学習指導要領の作文評価基準に準拠したルーブリックを作成した。また、第Ⅰ期研究で形成してきた日本語補習授業校の協力を得
て、小4クラスで2種類の作文課題(｢物語文｣課題と｢説明文｣課題)を集団方式で実施し、国際児の日本語作文データを収集することがで
きた。
　以上の理由から、｢当初の計画以上に進展している｣と自己評価した。

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策　等

　次年度に向けて、以下のように調査研究を推進していきたいと考えている。
(A)【課題1】に関わる調査研究：[調査1]から[調査3]までの3つの調査の2年次調査を行うことにより、対象家族のバイリテラシー形成
実践過程に関わるデータを蓄積していく。
(B)【課題2】に関わる調査研究：児童の作文分析の3つのレベルのうち、1)文字･表記･単語レベル、2)構文レベルについては、ほぼ完
成している状態であるが、3)談話レベルについては、開発したルーブリックを更に精緻化する作業が必要である。また、日本語母語児
の作文分析については、1)と2)レベルの分析を終えているが、3)レベルの分析が途中であるため、次年度は作文の全数分析を終える予
定である。作文評価法の精緻化と並行して、平成26年度に収集した日本語補習授業校通学児の日本語作文の分析も進める予定である。
　さらに、日本語補習授業校通学児の日本語作文数を蓄積するために、継続調査を行う。フィールドとする補習校は単学級で、1クラ
スあたりの児童数が二十数名と少ないことから、ドイツ語と日本語という二言語の組み合わせでバイリテラシーを形成する児童の特徴
を見出すためには、作文数を増やす必要がある。そのため同校と連携しながら、日本語母語児の学年と対応するクラスで、同じ作文課
題を使って集団方式で作文課題を実施することで、国際児の作文データを拡充していく予定である。

（理由）
　海外調査のための海外旅費として37万円を用意したが、研究分担者の一人が仕事との調整がつかず海外調査に参加することができな
かったため。また、作文データの分析謝金として28万円を準備したが、作文評価法を開発した初年度は、研究代表者自らが分析の試行
作業に当たり、開発したルーブリックを試行・点検する必要性が出てきたことから、使用しなかったため。

（使用計画）
　海外旅費については、次年度(平成27年度)に実施予定の2年次海外調査のための旅費として、使用する予定である。また、分析謝金
については、次年度(平成27年度)に予定している作文分析に関わる謝金および作文分析作業に必要となる物品費として使用する予定で
ある。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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13.研究発表（平成２６年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計( １ )件　　うち査読付論文　計( １ )件

2 0 1 4

〔学会発表〕　計（ １ ）件　　うち招待講演　計（ ０ )件

〔図書〕　計（ ０ )件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（ ０ )件

産業財産権の名称 発明者 権利者 国内・外国の別出願年月日産業財産権の種類、番号

著　者　名

総ページ数

出　版　社

発行年書　　名

発　　表　　標　　題
小学生作文の評価法の開発－多様な環境のもとでの｢書き言葉｣の習得を支援するために－

発　表　者　名
柴山真琴・高橋登・池上摩希子・ビアルケ(當山)千咲

日本発達心理学会第26回大会

発表年月日

2015年03月20日

発　表　場　所

東京大学(東京都文京区)

学　会　等　名

論　　文　　標　　題
同時バイリンガル幼児の萌芽的読み書き行動の形成過程

著　者　名
柴山真琴・ビアルケ(當山)千咲・高橋登・池上摩希子

雑　　誌　　名

母語･継承語･バイリンガル教育(MHB)研究

査読の有無

有

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

なし

10

最初と最後の頁

91-115

巻 発行年

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／4）



１版

〔取得〕　計（ ０ )件

15.備考
大妻女子大学研究助成情報／採択課題・実績報告書等 
http://www.gakuin.otsuma.ac.jp/jyosei/modules/saitaku/ 

国内・外国の別

出願年月日

産業財産権の名称 取得年月日発明者 権利者 産業財産権の種類、番号

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／4）


